
愛媛大学東アジア古代鉄文化研究センター・宇和島市教育委員会共催

第 16 回アジア歴史講演会
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日時：2013 年 11 月 30 日（土） 午後 1時～午後 3時 30 分 

場所：道の駅みなとオアシスうわじま

愛媛大学　東アジア古代鉄文化研究センター
〒790-8577　松山市文京町3番　
Tel/Fax: 089-927-8391　Email: kotetsuAIC@gmail.com　
HP: http://www.ccr.ehime-u.ac.jp/aic/

お問い合わせ先

入場無料・申込み不要
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討論：司会）柴⽥昌児（愛媛県埋蔵⽂化財センター）

講演 : 狩猟と農耕－人類学の視点から

宇和島市教育委員会　文化課
〒798-8601　宇和島市曙町１番地
Tel: 0895-49-7033
Fax: 0895-22-5058
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南
予
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社
会
を
考
え
る
！田口洋美（東北芸術工科大学）

宇和島市弁天町 1-318-16　Ｔｅｌ： （0895） 22-3934 

映画製作スタッフから狩猟文化の研究者へと転身。 日本観光文化研究所主任研究員を経て

1996 年に狩猟文化研究所を設立、 同代表。 1990 年マタギサミットを発起、 主宰を務める。

豊かな森林が育む生物多様性を基盤とした先人の狩猟採集活動について研究を行っている。

（http://blog.tuad.ac.jp/tobunken/ より）

きさいや広場　市民ギャラリー

田口 洋美　Taguchi, Hiromi

東北芸術工科大学　東北文化研究センター長 ・ 教授

専門 ： 環境学／民俗学／文化人類学

 南予の弥⽣時代を代表する拝鷹⼭⾙塚。しかし、稲作を主体的に営んでいた痕跡があり
ません。近年の調査から、眼前に広がる海と⼭を舞台に狩猟や採集も盛んに⾏っていたこ
とが分かってきました。では、「狩猟や採集」とは、どんな世界だったのでしょうか。
 そこで、マタギ研究の第⼀⼈者の⽥⼝洋美先⽣をお呼びして、その実像について講演し
ていただき、南予の弥⽣時代のくらしにせまってみたいと思います。

 南予の弥⽣時代を代表する拝鷹⼭⾙塚。しかし、稲作を主体的に営んでいた痕跡があり
ません。近年の調査から、眼前に広がる海と⼭を舞台に狩猟や採集も盛んに⾏っていたこ
とが分かってきました。では、「狩猟や採集」とは、どんな世界だったのでしょうか。
 そこで、マタギ研究の第⼀⼈者の⽥⼝洋美先⽣をお呼びして、その実像について講演し
ていただき、南予の弥⽣時代のくらしにせまってみたいと思います。

【講師紹介】


